






















生活保護業務の効率化

目黒区の『WAISE』を作り出せ！

業務改善部門

目黒区健康福祉部生活福祉課



皆さんに質問です

眼鏡の再交付は認められる？

レンズはOK、フレームはNG！



生活福祉課・生活保護業務の現状…

業務量の多さ

担当しているケースの複雑さ

知識量・専門性・ノウハウ不
足

自立評価の難しさ

国・都からの支給に関
する通知の多さ



生活保護業務の課題とは…

毎年新入職員が配属される所属だが、
専門的な知識が必要

ベテラン職員と若手職員の知識の差が大きい！



紙の保護手帳や過去の起案から

手探りで検索して回答

生活保護業務の高度化に向けた取組内容

AIツールを活用し、

キーワードで簡単に検索！

Before After



取組内の工夫した点・特徴的な点

課の職員全員を対象に説明会を実施POINT❶

新人からベテラン職員まで活用POINT❷

課の職員全員にヒアリングを実施POINT❸



取組の成果

77.3％
が実感！

80.0％

が好影響！

業務時間の削減 業務精度への影響

ゆくゆくは…

目黒区独自のデータも
学習させていきたい！



検索時間等の削減で、

区民対応の時間を確保！

生活保護業務に共通する

課題の解消が可能！

区民・他区への効果

対応時間の確保 横展開が可能





保育所ＡＩ入所選考システム

やってよかった ＡＩの導入
業務改善にはＡＩの活用を

業務改善部門

武蔵村山市
子ども家庭部子ども育成課



武蔵村山市の概要

人と人の絆をつむぐ
誰もが活躍できるまち

武蔵村山市は人口７万人、総面積は
15.32㎢(東西5.2㎞、南北4.65㎞)で、東
京都多摩地域北部に位置し、狭山丘陵
を挟んで埼玉県に接しています
就学前児童数は２,７００人、認可

保育所１３施設、小規模保育所１施設
認可外保育所１施設（その他私立幼稚
園４園）

家族ぐるみ地域ぐるみの子育て環境づくり
～みんなで子育て、支えあい、うるおいのあるまち武蔵村山市～

子育て家庭の
支援

武蔵村山市第二期子ども・子育て支援事業計画

母子の健康の
確保と増進

教育環境の
整備

子育てを支援
する安全・

安心な生活環境の
整備

配慮が必要な
子どもと家庭への

取組の推進

基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５基本目標１
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業務改善に着手した経緯と背景

1.事務量が多い 2.入所選考が複雑 3.問い合わせが多い

／
まだ？
＼

きょうだい
入所

転園

保育所入所選考事務の現状

業務改善と市民サービス向上
を図るための対策が必要

職員が保育所入所選考に多くの労力をかけている
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業務改善の課題

毎年４月１日の保育所入所は申込件数が多く、選考事
務が複雑なため、事務が煩雑になり、ミスも起こりや
すい

保育所入所選考事務に107.5時間を要しており、
保育所入所選考事務の迅速化が求められている

保護者から結果通知を早く欲しいとの要望があり、
選考結果通知を早める必要がある

1.複雑な保育所入所選考事務

2.保育所入所選考事務の迅速化

3.保育所入所選考結果通知の早期化

事務多い

時間外多い
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問合せ多い



業務改善課題に対する具体的な取り組み

従来の手作業からＡＩを活用した保育所入所選考事務へシステム化

ＡＩを活用したシステム導入を検討【プロポーザル実施】

保育所ＡＩ入所選考システムにおける本市独自の選考条件
（入所選考指数、調整指数等）を構築

基幹システム（子ども子育て支援システム）

1. AIの活用

2.独自の選考基準の構築

3.基幹システムとの互換性
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ＣＳＶデータ変換

ＡＩ選考システム



取り組みにおける苦労と解決策①

従来の入所選考ルールとＡＩ入所選考ルールとの調整が必要

従来の入所選考「どこの保育園でも可」 判定が可能
ＡＩ入所選考「どこの保育園でも可」 判定が不可能

苦労
した点

「どこの保育園でも可」をなくし、希望園を第15希望
まで増やし、ＡＩ入所システムで判定可能にした

解決策
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取り組みにおける苦労と解決策②

保育所入所選考業務の効率化を実現するため、同点世帯をなくす

４ ４月入所では、求職中の方等就労状況が同じ世帯が多いため、

同点が多くなり、所得調査等の確認作業に時間がかかる

苦労
した点

入所選考指数を変更し、同点世帯をなくすことで選考指数が高い

順に判定することが可能となり、効率的なシステムを構築した
解決策
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取り組みにおける苦労と解決策③

保育所ＡＩ入所選考システムの結果は正しいのか、業務効率化
（時間短縮）できるのかを検証する必要がある

【検証結果の確認方法】
●従来の事務作業の見直し（選考ルールの変更等）を実施し、
システムを構築

●従来の保育所入所選考結果と保育所ＡＩ入所選考システム
の結果を比較する実証実験を実施

●保育所入所選考は従来とＡＩの両者の結果が100％一致
正確性を担保し、令和4年10月からシステムを稼働

本稼働前に実証実験を行い、検証結果を確認し、正確性を
担保した

解決策

苦労
した点

28



取り組みによって得られた成果と期待される効果

４月入所選考事務 １０７.５時間 １時間に縮減

毎月の入所選考事務 ３７.５時間 ３０分に縮減

４月入所選考結果通知 ２週間以上早めた

1.公平公正な保育所入所選考事務の実施

2.保育所入所選考事務の迅速化を実現

3.保育所入所選考結果通知の早期化を実現

時短

公平
公正
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早期化

選考根拠等を明確化し、
選考順位確定

実証実験

公平公正な
選考事務の実現

正確性の担保



保育所ＡＩ入所選考システムについて

AIの役割

競合選考

きょうだい
選考

転園考慮

転園
したい

きょうだい
同園希望 Ａ保育園

Ｂ保育園

Ｃ保育園

特許取得
特許第7460235号

本市の保育所ＡＩ入所選考システムについては、NECソリューションイノベータ株式会社が開発した「保
育園AIマッチングシステム」を導入した。当ＡＩシステムは、人との共同作業（協調型ＡＩ）で業務効率化
と市民サービスの向上を実現し、全国45自治体で導入実績がある。本市では、保育所入所選考事務にAIを活
用することで大幅な事務負担の軽減を図ることができたことから、引き続き、システムを有効活用し、市民
サービスの向上に向けた取り組みを継続していきたい。

NECソリューションイノベータ（株） 30





こども家庭センター業務
における情報共有アプリ

の構築・運用

32

実感せよ、DXの力。
IT素人でも、明日を変える

主役に

業務改善部門

板橋区健康生きがい部健康推進課

子ども家庭総合支援センター支援課
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得られた効果03



01 取組概要と導入経緯

34

Ｋｉｎｔｏｎｅ
・組織横断的な連携を内製アプリで構築

・円滑な情報共有・連携を実現

概要



01 情報共有アプリの概要と導入経緯

35

R4.6

改正児童福祉法成立

・組織横断的な連携が努力義務化

R5.夏

連携電子化の要請

R6.4

連携強化スタート

①短期間での電子化

②予算措置が無い中での対応

ノーコードツール（kintone）の利用・開発に着手



02 開発と工夫 ①柔軟な開発体制

36

【kintone作業班】
β版アプリ作成（課題対応含む）①

作業班でテスト、課題確認・抽出②

アプリ完成・運用開始③

複数回
実 施

適宜バージョンアップ④

迅速な導入を実現（開始から約４か月）



02 開発と工夫 ②現場への普及

37

マニュアルを作成し、利用者に共有
・健康福祉センター（５か所）で説明会を開催

・説明会後も継続的に質問対応

・「私でも使える」という納得感



03 得られた効果 ①迅速な導入の実感

38

ベンダーに依頼する場合 kintoneによる内製

計画

入札・契約

開発・導入

検収

運用

仕様決定

内製・課題抽出

反映・改善

１年以上かかる可能性

導入・改善

本格検討から約４か月で実装

職員自らが迅速に導入できることを実感



03 得られた効果 ②「できる」実感とDXの機運醸成

39

「自分で作って使える」

発想の浸透

私でも

作れる！

使える！

R6.4 R6.10

２

33

※開発中含む

保健所関係アプリ数※

・迅速な横展開

・DX機運醸成



04 今後の展望

40

部署を跨いだ庁内横展開の充実

庁内DX推進の加速

横展開強化による共通課題への対応

さらに

板橋区

自治体の垣根を越えた横展開





AI-OCR×RPAで創る
板橋New業務改善

板橋区政策経営部IT推進課

AI-OCR×RPA＝
自動化のベストプラクティス

業務改善部門
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AI-OCRの導入について
紙申請書の業務改善のため、令和５年度にAI-OCRを導入しました。

職員の業務効率化

紙帳票のデータ化と自動入力化

手入力の負荷軽減によるミス防止

区民サービスの向上

事務効率化で、素早く提供可能

自動化で生じた時間で質の向上



手作業が残ってしまう

RPAを導入して自動化しよう！

RPAが作れない・動かない

？？？？？？？？？

導入する上での課題

●発生する状況

入力項目が合わない

入力が手作業になる

AI-OCR

シナリオが作成できない

実装に時間がかかる

RPA

●原因

自治体共通の問題



取組①システムの標準化

多くの業務でも適用できるモデルが必要

変換マクロ 標準シナリオ

変換マクロと標準シナリオを作成

AI-OCRの最大化への取組

・日付に元号コードを付与

・銀行口座用データに変換

・スペースを入れて結合

・使用するファイルを選択

・Excelの値を取得

・値をシステムに入力する



取組②サポートの標準化

IT推進課職員のサポート

・業務フローの作成

・申請書の変更

・よろず相談DX

AI-OCRの最大化への取組

ゴールから逆算して考える

所管課にモデルを渡すだけでは、上手く導入できない

申請 データ化 システム入力

入力からフローを検討

二人三脚で最適な業務フローを作成



導入事例 ～保育サービス課～

②マクロで項目を整理 ③RPAの作成

標準シナリオを元に作成

①申請書の変更

複数枚を

1枚に

分類作業

を不要に

②マクロで項目を整理 ③RPAの作成

年間予定申請件数：約5,000件

年間予定作業時間：約1,300時間

令和5年度削減時間

約 585 時間

入力項目が足りない

宛名番号を追加

●保育施設入所申請入力業務



広報活動について

横展開を意識し、情報発信に取り組んでいます

庁内向け
広報誌の発行

事業者
パンフレット掲載

研修・セミナー
実施



実績について

導入業務数（導入～R6.6月）

課 業務

時間約

業務削減時間数（R5年度）

1 横展開が簡単に
標準化し横展開しやすくすることにより、
他の業務に導入しやすくなりました。

2 導入がスムーズに
業務フローを作成することにより、導入開始
後のエラーが少なくなりました。

3 広報活動が鍵に
成功事例を中心に広報することにより、他課
の導入希望が増えました。

さらに



今後の展望

板橋区

東京都

この流れを板橋区だけでなく、他自治体など庁内外問わず協力をし、より大

きな横展開に取り組みたいと考えています。また、紙申請書の業務改善とし

てオンライン申請への移行など、さらなる展開をしていきたいです。

これが板橋区の考えるNew業務改善です。

他自治体
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ご清聴ありがとうございました





業務改善部門

練馬区 区民部 収納課

徴税吏員支援のシステム構築

「未納対策支援ＡＩ」の

開発と導入

人材不足の今、

ベテラン職員のノウハウをAIへ
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1 ＡＩ開発の背景

では、財産調査先を選定するにはどうするか？

→所得状況・居住地・家族構成・調査履歴・相談記録など

税・保険料の滞納整理における主な業務

★滞納者の財産調査

→預貯金や給料、生命保険、自動車、自宅など

選定作業は１つの案件で平均30分かかっている💦

→まじで、シンドイ作業
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2 業務の課題

●ベテラン人材の不足💦

→人事異動のサイクルが３～４年

●財産調査の成果にバラつき💦

→職員の習熟度や事案の難易度によって成果が異なる

●滞納案件は約35,000件あり全件着手困難💦

→マンパワーが限られている

税・保険料の滞納整理における課題
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3 取組内容

ＡＩシステムの開発目標

●財産調査支援ＡＩ

●難易度別分類支援ＡＩ

目標
・滞納案件ごとに財産調査先をレコメンド（推奨）

・選定作業の時間削減、新人でもベテランと同等の成果

目標
・職員の習熟度に見合った滞納案件をマッチング

・ミスマッチ防止で最適な人材育成と組織全体の効率アップ
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4 財産調査支援ＡＩ

ＡＩ活用による時短のイメージ

職員が情報を整理
して調査先を選定

A

I

な

し

調査先の選定30分

A

I

あ

り

ＡＩが調査先を
瞬時に選定

27分の削減

選定時間を90％削減
→年2,475時間を創出

3分

様

々

な

情

報

所得

ｅｔｃ

滞納額

居住地

家族構成

相談記録

＋ベテランのノウハウ
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5 難易度別分類支援ＡＩ

【習熟度・難易度別の処理時間のイメージ】

新任 中堅 熟練

案
件
数

易しい やや易しい やや難しい 難しい

新任には易しい案件
熟練には難しい案件で最適化

0

0.5

1

1.5

新任 中堅 熟練

処
理
時
間
（
１
件
あ
た
り
）

易しい やや易しい やや難しい 難しい

難しいほど
時間を要す

熟練するほど
時短に

職員の
熟練度

案件の
難易度

《習熟度・難易度別の処理時間の推移》 《習熟度に応じた事案割当のイメージ》

新任 中堅 熟練

案
件
数

易しい やや易しい やや難しい 難しい

新任には易しい案件
熟練には難しい案件で最適化

0

0.5

1

1.5

新任 中堅 熟練

処
理
時
間
（
１
件
あ
た
り
）

易しい やや易しい やや難しい 難しい

難しいほど
時間を要す

熟練するほど
時短に

職員の
熟練度

案件の
難易度

《習熟度・難易度別の処理時間の推移》 《習熟度に応じた事案割当のイメージ》
担当案件の最適化

ＡＩ活用で ポイント
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6 職員の頑張り

●現場からの意見を多く取り入れた

→実効性のあるシステムとするため、操作性・視認性など、

徴収職員（現場）の視点で開発した

●印刷・発送等の効率化も目指した

→ベンダーと調整しながら工夫を重ね、

印刷・発送業務も約90％カット

ＡＩ開発での工夫
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7 推しポイント

さぁ みなさん

未納対策支援ＡＩを活用しよう！！

●ノウハウの継承は全国自治体共通の課題

●既存のデータのみを使用して汎用性が高い

●ＡＴＭ（明るく・楽しく・前向きに）





必要な法令通知は
☜ここ☝にある！

～よくある質問は、
共有財産～

法令

業務改善部門

狛江市福祉保健部福祉相談課生活支援係



・面積：6.39㎢

・人口：82,516人（令和６年９月30日時点）

・職員数：463人（令和６年４月１日時点）

・新宿から電車で最速21分！

・理想のオフィスがそこに！～ぜひ、視察を～

6 3



①生活保護業務の経験は、ありますか？

②これまで経験された業務で、法令や通知
を調べるために、多くの時間を費やしてき
ましたか？
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・生活保護＝最低生活の保障 （法定受託事務）

・世帯ごとに事情が異なり、実際の生活で

は、いろいろなことが起きます。

・その度に、法令通知等を調べ、その事案へ

の適用の可否を判断する必要があります。

→この時間を効率化したい！→さらには…
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・法令等をデータ化、検索システムを開発。

・単語検索よりも、ＡＩの力で、関連性の

高い資料を提示します。

・自治体のノウハウを集約できます。

「マニュアル等文書」「よくある質問」
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・時間の短縮 １人１日１回30分の相談

15名×20日勤務×12か月＝年間1,800時間

・職員がＡＩを育成。検索結果の評価＋利用頻度の増

・データ保存時のフォルダ分け不要。

・Ｑ＆Ａ：他自治体と共有も可能 ※ネットにない情報

・利用団体が増えると、開発者にもインセンティブ。

6 8

新人に、安心を！
ベテランに、発見を！



・利用団体が増えると、利用料負担が軽減！
・生活保護業務以外にも活用！
・外出先で利用できるインターネット版や生成
ＡＩの導入も検討中。根拠法令や通知を明示！

・国整備で、疑義照会や業務運用が効率化！
☆ＤＸ：現場の知をデジタル(Ｄ)で横展開し、
制度改善にもつながる変革(Ｘ)をもたらす！
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職員向け啓発イベント
SUMIDA×DX展

０予算だけど、妥協しない

今すぐできる機運醸成！

業務改善部門

墨田区 企画経営室ICT推進担当



１

２

３

４

特徴

０予算で実施

ボトムアップで事業を企画

短期間での実施！（準備期間、わずか２か月半）

全庁を巻き込み実施



課題・目的

システムへの苦手意識 IT事業者との接点が希薄

DXを進めるための土台作りを目的に開催



事業概要

ハンズオンブース

ＩＴベンダー展示ブース

セミナーブース

➤各事業者の製品を紹介・体験

➤職員による講演会の実施

➤システムを操作しながら学べる



出展事業者20 社以上

具体的な取組①

・株式会社ジーシーシー
・ジャパンシステム株式会社
・株式会社明光商会
・ソフトバンク株式会社
・株式会社オーイーシー
・株式会社137
・株式会社セラピア
・株式会社ドーン
・東京アンテナ工事株式会社
・ＮＥＣフィールディング株式会社
・コクヨ株式会社

・テクノホライゾン株式会社
・株式会社ドーン
・エーテンラボ株式会社
・株式会社大塚商会
・東日本電信電話株式会社（NTT東日本）
・SCSK Minoriソリューションズ株式会社
・株式会社城南進学研究社
・大日本印刷株式会社
・株式会社ドコモビジネスソリューションズ
・株式会社会議録研究所×株式会社アドバンス
ト・メディア etc

※ 合同で出展されている場合等、一部記載されていない事業者もあります。御了承ください。



具体的な取組②

所管課職員が講師となり、事例紹介

様々な分野のセミナーを11講演実施

民間事業者による先進事例紹介

延べ400名の職員が参加



具体的な取組③

会場の一部電力に
燃料電池車を活用！

セミナーの講師を

所管課が実施
効果的な情報発信１ ２ ３

全庁参加型の展示会の実現



効果①

墨田区職員

来場者数
490

23区視察

団体数

視察者数

14 区

90 名

名



効果②

とても
役に立つ

役に立つ

SUMIDA×DX展の内容は、

今後の業務に役立てられると思いますか？

SUMIDA×DX展に参加して、

DXに関する意識の変化はありましたか？

とても
あった

あった

どちらとも
いえない

なかった

約90％約80％



効果③ 横展開

1 他自治体からのイベントの相談多数

2 令和6年度に板橋区が展示会を開催

イベント風景（in板橋区）



展望
【日 時】令和６年12月24日（火）１０：００から１６：００まで

前回（R6.2.2開催）のDX展から大幅にパワーアップ✨して開催

会場規模の
拡大

開催時間の
延長

SUMIDA 
DX

AWARDの
開催

出展事業者
を半数以上
リニューア

ル

一般財団法
人GovTech
東京の協力

他自治体と
交流

できる場の
提供

ハンズオン
ブースの拡

充

🕓 🏆 💻 👫 💡

墨田区だけにとどまらない情報共有・横展開のイベント




